
 

 

 

 

                                                             

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時   平成２６年８月 5日（月）１０：００～１６：３０ 

場 所   大阪教育大学柏原キャンパス 

講 師   大阪教育大学 科学教育センター  安積 典子 さん 他 

本研修は、先生方が理科の楽しさを再発見し、授業に活かしていくことをねらいとして大阪教育大学

科学教育センターの協力をいただいて毎年実施しています。 

この日、八尾市からは採用３年目の小学校の教員と希望する教員４５名が参加しました。 

前半は全員を対象にした理科の指導法についての講義で、「自然の事物・現象との出会いを大切に導

入を工夫する」というテーマで各学年から一単元の導入を紹介し、子どもを理科好きにする授業のヒン

トが示されました。 

後半は、２０のテーマに分かれて実験研修がありました。二種類の金属板を使っての「電池の製作」、

オシロスコープを利用したり、音のパルスを用いて音の速さを測定したりする「音を見る」、身の回り

で入手可能な材料を用いて単式顕微鏡作成に挑む「ビー玉顕微鏡を作ろう」など、「理科が大好きな子

ども」を育てるためには、まず先生が理科を大好きになってもらおうということで、興味を引く実験が

満載でした。実験のコツや指導の仕方などのヒントも示され、2学期から実験を積極的にやってみたい

という声が多く聞かれました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2６年度「理科大好き教員を目指す かがく実験教室」 

  



 

 
日時 平成 2６年 7月 30日（水）・31日（木） 

場所 八尾市立教育サポートセンター コンピュータ室 

講師 株式会社キャリアリンク 吉澤 秀樹 さん 

本研修は、情報通信機器等の技術やその利用の仕方の多様化が進む中、情報モラルについての考え

を深め、指導力の向上を図ることを目的として、採用３年目の教員を対象に実施しました。 

研修では、情報モラル研修の必要性や、これからの社会を生きる子どもたちに情報社会で適切な行

動を行うための基になる育成したい能力や態度など、学校教育の視点からグループ討論を行い、問題

点やその問題に対処するための指導法などについて具体的な授業を想定した指導案をつくりながら検

討しました。最近ではスマートフォンによる LINE等が広く利用されていますが、子どもたちが被害者

になるだけでなく、加害者にもならないようにする必要性が意見で挙げられていました。 

学校では個人情報を扱う機会が多く、情報漏えいを防ぐためには個人の意識はもちろんのこと、学

校組織でもチェック体制を整えておくなどの対策が必要であることを述べられました。 

 

 
 

日 時   平成２６年８月１日（金）９：３０～１２：００ 

場 所   八尾市立育サポートセンター 講座室 

講 師   指導課 指導主事 塚本 妙一 さん 

本研修では、「和楽器実技研修 ～箏の効果的な指導のあり方につ

いて～」と題して、筝の基本的な奏法から、高度な技術まで丁寧に指

導いただきました。 

箏の演奏は、その美しい音色だけではなく、手の置き方、絃の押さ

え方など、演奏姿勢にも美しさがあります。演奏の仕方や楽譜の読み方などを、実際に演奏しながら学

び、生徒向けの実習曲も演奏しました。受講者のみなさんは集中し、最後の合奏では、美しい音色が講

座室に響き渡りました。 

 受講者からは「私自身、最近子どもたちが望む音楽と、子どもたちに伝えていきたい音楽にギャップ

がある事を感じ、悩んでいました。でも、今日の受講で日本の音楽を通して『心を育てたい。』と強く

思いました。」「リコーダーや合奏を初めて行う子どものように、ワクワクしながら取り組ませて頂きま

した。とにかく楽器に触れたい子の気持ち、何度も練習したくなる気持ち、そして音を音楽に変えてい

く段階など…まねる、学ぶを体感させて頂くことで、より子どもたちの思いに気づいていく大切さを感

じました。」といった感想がありました。 

 

・『今日からすぐに取り組める！学級担任のための普通教室 ICT活用術』  

・『こころのふしぎ なぜ？どうして？』 

・『はじめてのＷｏｒｄ2013』 

情報モラル研修 

  

授業力向上研修 音楽講座 

  

新刊案内 

  


